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「予餞会（中３に感謝と激励を伝える会）を実施しました。」 

 

例年、１２月に入ると受験のため、或いはインターナショナル校に編入するために来年の卒業式を

待たずに中学部 3 年生の中には広州日本人学校を去る子どもがいます。また、例え広州日本人学校

に在学していたとしても最高学年としての役割は既に中学部 2 年生に引き継がれております。この

ような状況から、今年度より「予餞会」をこの 12 月に設定し、小学部 1 年生から中学部 2 年生の児

童生徒とから感謝と進学に向けての激励の気持ちを伝える会を設定し、とりあえずのお別れとしての

「けじめの会」を行うことにしました。 

ただ、このコロナ禍の中、登校ができない状況であるので、オンラインで実施し、その様子を後日

在校生が録画したものを見ることにしました。 

会では、卒業証明書の代わりに在学証明書を発行し、確かにこの広州日本人学

校に在学している（いた）ことを証明した後、記念品を紹介しました。（在学証

明書と記念品は後日生徒に届きます。）そして、中３の生徒から一人一人の今後

の決意を聞き、生徒会⾧からの感謝の言葉を聞いた後、教職員と一緒に校歌を歌

いました。 

この日から中 3 の生徒はいよいよ本格的に次のステージに向かう心の

準備が整ったのではないでしょうか。この会の目的の通り、一つの「けじ

め」になった会だと感じました。これで心置きなくこの学校を旅立って行

ってもらいたいです。頑張ってください。 
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＜記念品の飛び出す絵本＞ 

①  



「タブレットの貸し出しがスタートしました。」 

 先週、GIGA スクール構想（一人 1 台のタブレット）に基づき理事会の承認を得て購入した ipad

を各教室に搬入して、そこからタブレットの貸与を希望する家庭に届けました。これによりオンライ

ン授業の環境をかなり充実させることができたのではないでしょうか。各

ご家庭におかれましては、利用のルールに基づきしっかりと管理して頂き

たいです。 

＜大切なやくそく＞ 

 〇先生の指示や話をしっかりきく。 

 〇友達や先生のプライバシーを守る。 

 〇自分のプライバシーを守る。           ＜充電器付きのケースに入った ipad＞  


